
 

 

 

 

 

 

   

 

９月定期試験が終わりました。お疲れ様でした。 

あとになれば分かることもかもしれませんが、今回のテストはみんなにとって、 

中学校生活のクライマックスのスタートラインになっているのです。 

 これからの３ヶ月（９月～１１月）は、みんなにとってものすごく大切な、 

価値のある３ヶ月です。９月には文化祭があり、１０月には合唱コンクールが 

あります。また、１０月には、後期の委員・係を決め、中学校生活最後の 

半年間の役職を決めます。日ごろの学習や頑張りを発表する機会だったり、 

他クラスと競う最後の全校行事だったり、これからのことを企画したりと、何事にも一生懸命に取り組むみ

んなにとっては、思い出に残る行事や期間になることでしょう。そして、１１月に後期

中間試験があって、３年間で最後の定期試験を終えます。試験の結果を含めた、１１月

までのみんなの学習の成果である「進路用の成績（評価・評定）」が出され、高校入試

の資料となる‘成績’が決定するのです。つまり、行事に、学級活動に、そして学習に、

もっとも充実し、もっとも重みのある３ヶ月が、始まったのです。悩みながら、苦し 

みながら、そして楽しみながら、とにかく一日一日、前へ進みましょう。 

 

学校紹介パンフレット 
 届いたパンフレットは、特活室に置いてありますが、なかには、「自分が志望している高校のがない！」 

と思った人もいるかもしれません。何校かの公立・私立高校に問合せをして、送ってほしい・・とか、取り 

に行きます・・と伝えましたが、ほぼすべての高校は「学校説明会で本人に配布します」という返答でした。 

もし、特活室にない場合は、担任か清川まで。それでもない場合は、直接高校の説明会や部活動体験などに 

参加してもらってこなければいけません。 

 高校の説明会は、この秋までがほとんどです。申込みに遅れることがないよう、計画的に参加しましょう。 

 

「高校」のその先へ 
 ３年生を担当していると、「もっと頑張っ 

ておけばよかった」とか「早く知りたかっ 

た」という声をたまに耳にします。 

 何人かに聞いたところ、大学進学を考えて 

高校を選んでいる人もいるようです。そこで 

神奈川新聞社主催の‘大学進学フェスタ’の 

紹介です。まだ早い？でも、目指すべき目標 

がはっきりしていた方が良いのでは？興味がある人はぜひ！＜お詫び＞参加する大学が見えづらいので、QR コードで確認してください。  

                           （文責 進路担当：清川） 
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 多様性とは、簡単に言えば、様々なものが存在し、そして生きていく権利がある。それをみんなが互いに

守りあわなければならない、ということです。 

 多様性については、たとえば２年生の時に‘LGBTQ’について、いわゆる‘性の多様性’を学びました。 

下に載せた①～③は、神奈川新聞に掲載されていた ACJapanの広告で TVCMでも見たことがある人もいるので

はないでしょうか。テーマは『ジェンダー平等』で、‘聞こえてきた声’という作品です。 

①（赤ちゃんの泣く声） 「おぎゃー、おぎゃー」 

（誰かがあやそうとする声）「はい、はい 今行くね」「よしよし」 

②子どもがぬいぐるみを選んでいる声「ピンクのがいい！」 

③（会社の説明会らしき会場で）「我が社の経営方針を発表します」 

広告の最後には、「聞こえてきたのは、男性の声ですか？女性の声ですか？」 

「無意識の偏見に気づくことから、はじめませんか」と考えさせられる文章で締めくくられています。 

 

みんなが直面している「進路」というキーワードも「多様性」です。あの人はこう、だけど、自分はこう

なんだ、ということです。つまり、卒業後の進路も、多様で無限です。 

「多様性は大切だと思いますか？」と聞かれれば、おそらくみなさん賛成してくれると思いますが、自分

の進路を考えるときは意外と「みんなと同じで」と思ってしまうこともあると思います。 

 今の時点で「進路」というと、どうしても高校へ進学して、その先は？う～ん、大学か専門学校？という

イメージの人も多いかと思います。でも、人生の進路って、もちろん中学卒業時点の、そのさらに先にある

ものなんです。大学も専門学校も立派な「その先」の道ですが、今の世の中は、どんどん変わっています。

全員一律の同じ「進路」は、もうあり得ないのです。 

 保護者の方も、みんなも、もちろん、そういうことには十分気づいていると思いますが、できるかぎりさ

まざまな「進路のその先」をいくつか紹介させてもらおうと思います。これから「多様性」の最先端を生き

ていかなければならないみんなのために。今回は大学進学フェスタの紹介を裏（写真①）に載せます。 

【写真①】大学進学フェスタの広告 

 

＜お詫び＞参加する大学名が見えづらくなっているので、QRコードで確認してください。 

 



 

（文責 進路担当：清川） 


